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総説 「身長」 は単位 と して の 機能 を もつ か
一

尋 と の 比較に よ る加 法性の 検 討
一 ＊

高　田 　誠　二
“

1 。身長 は ジャ ンプカの 単位か

　 1999年 11月 2 日の 朝 日新 聞朝刊の テ レビ番組案内

の 下 に 、 特徴 あ る広告 が 掲載 され て い た。そ の 図 柄

を模写 し縮 小 して 図 1 に示す 。

　 そ の 夜 に 開始 される バ レーボ ール 国 際試合シ リー

ズの 実況 放送 を予 告 し併せ て 日本 人選 手 を応援する

こ とを意 図 した 広告なの だが、人気の 男性タ レ ン ト T

氏の 「身長 」 に着 目 して 日本人選 手 の 「最 高到達点

は 355cm 」 で あ る こ とを図示 して お り、数字 ・単位 ・

尺度 な どを効 果的 に使 っ て い る 点 で 、興味深 い 例 と

思われた。

　た だ し 「最高到 達点 」 の 定 義 は広 告文 面 に は 明示

され て い な い 。 また図中には、T 氏の 発言 （マ ン ガ技

法 の 吹 き出 し） と して 「えツ、こ こ ま で 飛ぶ の 」 の 字

が見え 、広 告 コ ピーには 「T さん 2 人分 の ア タッ クで

す 」 とあ っ て 、　 「ア タ ッ ク 」 と い う量が扱 われ て い

るか に も見 え る の だが 、計量 的 に はなお要 領 を得な

い 。

　 とは い え、355cm とい う表現がなされて い る以上 、

最 高到達点 は 1 つ の 物理 量、具体 的 に は 「長 さ 」 で

ある に相違 な い。実際、図の 左側 の 尺 度 に添 っ て 下

か ら上 へ FT さん の 身長 1　64　cmli 、
「女子の ネ ッ ト 224

cm」、「男子の ネ ッ ト 243　cm」 、
「T さん 2人で 328　cm」

と 、常識 的な 「長さ （特定 し て 言 え ば 「高さ 」 ） の

表 現 がな されて お り、い ち ばん上 に 「日本人最高到

達 点 355cm 」 と記 され て い る の で 、最高到達 点 も、

それ らと同 じ量 種
1）
の 厂長 さ 」 とい う物 理量 で あ る と

確認す る こ とが で きる 。

図 1 ．身長の 積み重 ね
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　と ころ で 、同 じ朝 に配達 され た新聞折 り込 み チ ラシ の 束に 、 こ の バ レ
ーボ ール 試合放送 を担 当する

テ レ ビ局の 特別広告が入 っ て お り、そ こ に も図 1 と同様の T 氏積み 上 げ の 図が載せ られて い た （も っ

と も、左 側の 尺 度や数字 は省か れ て い た） 。そ して文面 に 「…応援 団長 T 氏… ［選 手の ］驚異 的な ジ

ャ ン プカを 身を もっ て 体験 …
」 、　「日本人 選手の最高到達点は、S 選手 の 355　cm 、身長 164　cm の

T 氏を 2 人積み重ね て も届か な い 高 さ 」 とあ っ た 。従 っ て この 図が表わ し て い る量 は 、本来 「ジ ャ ン

プカ」 なの か もしれ な いが、外 に現われた結果か ら言え ば 「高さ 」 すなわ ち 「長さ の 1 種」 で ある こ

とがい っ そ う確実に な っ た （概念上 の こ の 程度 の す り替 えは 広告業界で は定石で あ ろ う）。

　さて 、これ らの広 告全体を通 じて 、　「単位記号 、cm 」 は使わ れて い る もの の 「単位」 とい う術語は

表向き には現われて い ない 。 に もかか わ らず、cm とは別の 一種の 「単位 」 が この広告の 背景 に潜ん

で い るか に推察 される。局所的 に言 え ば 「T さん 2 人で 1 と rT 氏 を 2 人積み 重ねて 」 の 2 箇所で あ

る 。つ ま り計量 の常套的な表現 に直せ ば、　「T氏の 身長 164cm！ を単位 と し て 「最高到達点」 等 を測

っ て い る と判断され るので はな い か 。

　以 下、T 氏 に限 らず
一

般 に ヒ トの 「身長」 と い う量 を考え た と き、それが 「単位」 と して機能 し得

る も の か 否か を吟味し、引き続 き更 に観点 を拡張 し て 、計量 の歴史の 上で の 同様な事例 を検討 して ゆ

くこ と にす る。

2 ．　 f身長」 は単位の 要件を満たすか ？

　まず 「身長 （しん ち ょ う）」 とは何か を吟 味する 。
r広辞苑』 （新村出編 、岩波書店 、第 4 版、1991

年） には、 「身の た け、背た け」 と い う短 い 説明が与 え られて い る に過ぎず 、単位 へ の 言及は見 られ

ない 。

　で は 「たけ」 とは何か 。 同辞典は 「物の 高さ、縦方向の 長 さ」 と説き 「身の た け」 、 「着物 の た け」

の 2語 を例示 し、他に 「馬の 蹄 の か ら背 ま で の 高さ」 、　「ある か ぎ り、限度」 、　「勢い 」 、　「品格 、

風 格」 と説明する 。単位 と の 関わ りは話題 に され て い ない 。

　以上 の よ うな 辞典的説明を念頭 に置 きな が ら、 「身長 」 の 内容 を詳 し く考え て ゆ く こ とに しよ う。

まず、物理的な 計量の対象 と して 「身長」 を定義す る には 、例えば 「ヒ ト （成人）が鉛直に立 っ て い

る時の 足の 裏 か ら頭の 頂 まで の 長 さ 」 とすれ ば充分か と思われ る。しか し 、人類学で は例え ば 「直立

姿勢で 頭部 を耳 眼水平面 にす えた 場合 に 、床面か ら正 中矢状面 にお ける頭部最高点ま で の 垂 直距離 」

と い っ た 細か い 定義 を設 け、更 に 、死体や 新生 児で は背臥位で測 る とい っ た例外的規定 を添 えて い る。

反面、成 人と い っ た 限定は設 けず、年齢 による差 異や性 ・民族な どによる差異は研究課題 と して 扱い、

計測結果か ら統計的に正常値の範 囲を導 くとい っ た形で 成果を集約す るが、単位 に言及す る こ とは な

い 。

　ちなみ に 、 日本工 業規格 JIS　Z8500−1994 『人間工 学
一

人体 寸法測定』 は 、　「測定項目 Bl」 に 「身

長」 を挙 げ 「床面か ら頭頂点 まで の 鉛直距離」 と定義し、基本的に 「立位」 に適用す るが 「仰臥位 G

に も適 用可 と して い る 。もち ろん 、これ らは 「測定項 目1 の 規定で ある か ら、基準 ・標準 ・単位 と い

っ た事柄 とは無 関係で あ る。

　また、　『日本人の 体 力標準値』　（東京都立 大学体育学研 究室編 ）
2＞
で は 、身長 は、次に 引用 す る よ

うな 「計測方法」 で 、い わば操作主義的に定義され て い る。

　　　［計測方法］身長計を用 い る。被検者 に 自然な 直立姿勢をと らせ る 。 頭は耳眼水平位 に保 ち 、踵

　は揃 えて 背後 の 身長計 に つ け、両 足先 は約 30〜40
°

開き 、膝 を伸 ば し 、 踵 か ら臀部、背部 と軽 く

　 身長 計に接触 した姿勢で 、床面 よ り頭頂点ま で の 垂直距離 を計測す る 。
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　さ らに 「注意」 と して 、 「Martin の 身長計は熟練を要す るの で
一
般 には台付身長 計が よ い 」 、　「身

長 に 日差が あるの で 、計測時刻は 午前 9〜 11 時が 望 ま し い 」 そ の 他 が付記 されて い る。　 「単位」 へ

の 言及がな い の は 、　「身長 に 日差 がある 」 こと、すなわち 「身長が
一

定で な い 1 こ とを認め る 立場で

は当然 と考 え られ る 。

　も う
一

つ 紹介すれ ば、 『日本人 の 人体計測 デー
タ 1992− 1994』 （人間生活工学研究セ ンタ ー，HQL）3）

は 、身長 を 「床面か ら頭頂点 まで の 垂 直距離 」 と簡明に定義 し 、 豊富なデー
タ を掲げ、合理的 な統 計

処理結果 を列挙 して いる が、文部省 に よる 同類の データ と比較した 場合 に 「身長 に つ い て は HQLデ ー

タの ほうが低 め の 傾向を示 し」 た こ と を指摘 し、こ の 差 の 可能な解釈と し て 「従来は 『直立不動』 条

件で の 計測で あ っ たの に比 し、HQL デー
タ は 『肩 の 力を抜 い て リ ラ ッ ク ス した姿勢』 で の 計測で あ っ

た こ と」 を挙 げて い る 。 こ の よ うな 「解釈」 は 、 身長の 値が姿勢に依存す る こ と、従 っ て
一定 と は言

えない こ と の 、暗黙の 承認 の 上 に成 り立 っ て い る と見 られ る 。

　以上 の 程度 の考 察か らで も推論で き る とお り、身長 は 、 細か く定義で き測定で き る量で は ある もの

の 、

一一定 ・不変の 量で はな く、従 っ て 「単位」 と して の 適 格性 をも つ とは言え な い
。 従 っ て 、

『広辞

苑』 の 上記 2 項 目が単位 に言及 して い ない の は、正 当 で ある 。 さかの ぼ っ て 、前述の 広告は　「T 氏

の 身長」 を効果的に扱 っ て は い るが 、 それ をあらわ に 「単 位」 と呼 んで はい な い
一

そ の 事は既 に指

摘 した。

3 ．計量史上の 「身長」 モ ジ ュ
ール、　「身長 」 ゲ ージその 他

　こ こで 計量史の文献に 眼を転ずる と、身長 にかか わ る話題 をい くつ か見 出す ことがで き る 。 以下、

4 例を示す。

　　第 14）は仏像の 身の 丈 を考 察 した も の で 、 法隆寺 ・百済観音 ：9漢尺、同寺 ・救世観音 ： 9周尺 、

　兵庫県浄土 寺 ・木造 の 阿弥陀如来 ：9唐尺 と論証 して い る。こ の 研究 は 3 体 の 像の 身長が 中国 史上

　の 3種の 単位それぞれ の 9倍で ある こ とを示 した もの で あ り、特色 ある モ ジ ュ
ール を明 らか に した

　点 で興 味深 い が、逆 の発想すな わ ち 「像 それぞ れの 身長 の （1／9） を以て 単位 を定 めた」 と い う命

　題 に は全 く触 れて い な い 。

　　第 25 ） （図 2、次ペ ー
ジ）は ロ シ ア 庶民 の 長さ単位 を表わすイ ラス トだが、この う ち 3 件が 「身

　長」 とか か わ る かに見え る の で 、説明文 を引用 し注釈を 加え て お く。最上 段の 右端 の は 「官製サ ー

　ジ ェ ニ 」 と呼ばれ実長 「216cm」 と説 明されて い るが、図に見 る とお り上 に伸 べ た手の 中指先 と床

　面 との 間の 長 さ で あ る。また 、下か ら 2 段 目の右側 の は 「1／4 少な い サ ージ ェ ニ 」 と呼ばれ 実 長

　 rl97　cm 」 と あるが ， 上 に伸 べ た手の 親指先 と床面 と の 間の 長 さで ある 。 同 じ段の 左側の は 「足 か

　ら腕 ま で 往復 させ た大サ
ー

ジ ェ ニ 」 と立 ばれ実長 「248cm 」と ある （つ い でだが、左端の 尺度 の 上

縁 17ecm は眼の 少 し上 の高さ に相 当す る よ うに描 かれ て い る） 。 以上 の 説明や数値か ら明 らか な

　よ うに 、 3 者が表わす の は身長そ の もの で はなく、腕 の 働 き を介 し て 定め られた長 さな の で あ る 。

　な お 、直接の 繋が りはな い が 、こ こ で 図 1 を見直す と幾分か の 共通点を 認める こ とがで きるで あろ

　う。ま た 、 ロ シ ア語サー
ジ ェ ニ は ca ＞KeHb とつ づ り、小 さ い 露和辞典で は 「尋 （ひ ろ） 」 と対

応 させ て い る場合が多 い 。

　　第 36 ）は、現代中国 の 市民生 活で バ ス 切符 などの要不要は 年齢 で な く身長で 決め られ る と い う話

で あ っ て 、 こ の 場合 の 身長 は
一

種 の 限界ゲージ （limitgauge）の 意味 をもっ て い る と考 え られ る け

れ ども、単位 の 機能 を与え られ て い る わ けで はない 。

　　第 4 は、よ く知 られ て い る話で あ ろ うが 、日本の 古典 『古事記』 に ある 「景行天 皇の 身長 1 丈 2
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基 本的な長 さの 単位
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　　　　　図 2 ． ロ シ ア の 庶民 の 長 さの単位

　　　 Rybakov，　B．　A．：Remeslo　drevnei　Rusi，
（古代 ロ シア の 手工 業）ソ連化 学 アカデ ミ

ー出版局，1948
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　尺」 は、書き直 せば 12 尺 で あ り、近代の 通念で ある 「1尺 ≒ 0．3mj で換算すれ ばほ ぼ 3．6m で あ

　り、図 1 の T 氏 の 身長の 約 2．2倍 と い う異常な身の 丈の 値 （む し ろ、バ レ
ーボー

ル 選 手の 最高到達

　点に近 い 値 ） と なる 。

　　こ こ で 漢字 「丈」 の 由来 を吟味し て お く 。 手の 親指と 中指を広 げた形 （「尺 」 の 原形）と数字 「十」

　の 組合 せ で 「丈」が作 られ た とする の が 定説だそうで ある か ら、丈は 、独立 した単 位 とは言えな い 。

　丈が尺に従属す る以上 、上記 の 異常な身長値 は、しば しば指摘 されて きたよ うに、尺 の 実長 を短縮

　し て 再解釈す べ きも の で あ る。

　以上 4 例か ら推論する 限 り、　「身長」 は、史上、広 義の 計量基 準 として そ れ な りの 役を果た して は

きた もの の 、独立 に 「単位」 扱い された こ とはな か っ た と言わ ざる を得な い 。

4 ．フ ラ ン ス の 旧単位 「トワズ」 は身長 と ど うか かわ るか ？

　 と こ ろで 、次の 例は 「身長」 にかな り密着 した 「単位」 の 話で あ り、注 目に値す る。

　 フ ラ ン ス の 旧単位 「トワズ （toise）」　（ト ワ ーズ 、 トアズ 、トア
ー

ズ と書 く こ ともあるは 、メ
ー

ト

ル 系の単位を創始する ための 地球 子午 線長 の 測量 （1792〜 1798 年）の 際 に用 い られた単位で あ り、

もう
一

つ の フ ラ ン ス の 旧単位 「ピ エ （pied） 」 と

　　 　　　　　　 　　　　　　1 トワズ ＝＝ 6 ピエ

の 関係 に あっ た。 ピ エ は 「足」 の 意で 、英国の ブ
ー

トな どと同 様、長 さ の 単位の 呼び名 として 用 い ら

れ、実長お よそ 30cm だ が 、パ リの ピエ は、別称 「ピ エ ・ド ・
ロ ワ （pied　de　roi ） 」 が示す とお り、

王の 権威 と結び付け られ て 尊重 され て い た T）・8）。

　そ して 、上述 の子午線長 の 測量が終わ っ た段階で

　　　　　　　　　　　　　 北極か ら赤道 まで の子午線の 長さ ＝5130740 トワズ

が確 認さ れ、これ を新た に 10000000 メ
ー トル と定 めた 。こ う して新 しい メ

ー
トル 系の 単位制度が

発足 し、メ
ー トル 条約の 締結 （1875年）以後、国際的な普及 が 図 られ る こ と に な る の だが 、こ の 条 約

加盟 国代表者の 会議で あ る国 際度量衡総会 の 第 2 回会議 （1895 年）で は

　　 　　　　　　 　　　　　 1 トワ ズ＝1．　949037 メ
ー

トル

の 数 値関係が承 認 され記録 に留め られ た
9）・1D＞。こ れ は

一
見 、旧単位 へ の 不 当な執着 の よ うに も思 わ

れ る が、真意は 、訣別すべ き歴史上 の単位 に関す る 正 当な記載、 い わ ば碑銘を遺 した も の と解する こ

とが で き る 。

　と こ ろで 、 こ の 歴史的な単位 「トワズ」 は 、実 は 「身長」 にか か わ る要素 をもっ て い るの で ある。

フ ラ ン ス 語 toise は名詞で 、簡略な 仏和辞典 は単 に 「フラ ンス の 旧単位」 と説 くが 、 詳 し い 仏和辞典

は 「身長計」 な ども示 し、動詞 toiser も見 よ と指示 し て い る。

　そ こ で toiser を 調べ る と 〈古語〉 と して 「（toise 尺 を用 い て ）測 る 」 、　「（身長 計を用 い て）身長

を測る」 、また 〈転義 ・比喩〉 と して 「見積も る」 、　「値ぶみす る 」 、　「じろ じろ見 る 」 等が挙 げら

れて い る 。しか し語源欄所載 の 古典語 の 語義 は 「6tendue，広が り」 、　「tendre，広 げる 」 な どで あ

っ て 、　「身長」 に直結する もの で はな い 。た だ、　「じろ じろ見 る 」 の 文例 に 「頭の て っ ぺ ん か ら つ ま

先 ま で 、見 上 げ見 下ろ し…
亅 と あ っ て 、こ じ付けれ ば こ れは 「身長」 の 光学的 ・遠 隔的測定で は あろ

う。

　さ て 、仏和辞典 に よる語 義の 研究は こ の 程度で 限界 なの で、次 に は teise尺 の 来歴調 べ に進み た

い が 、従来、文献か ら の 手がか りが得 に くか っ た （拙著
8） p．128 参照）。そ れ に 、そ もそ も上記 の 1

トワ ズ＝1．949037 メ
ー

トル （約 195cm ）は、並の 「身長」 と して は長 過 ぎ、む しろ 、 前述の 「 「1／4
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少な いサ
ー

ジ ェ ニ 」 の 実 長 197cm に 近い の で あ るか ら、 トワ ズ を 身長 に結 び付ける根拠 は薄弱だ と

考 えが ち で あ っ た。

　しか し幸い に 、メ
ー

トル 制度通史
ω

の 脚注 に重要な推定が示さ れて いた 。い わ く、 フ ラ ン ス の 旧

制 「トワズ」 は 「恐 ら くシ ャ ル マ ーニ ュ （Charlemagne）帝の トワ ズ」 で あ っ て 、実長 は こ の 帝の 身

長か ら採 られた もの と思わ れ る、と。 欧州史で シ ャ ル マ
ー

ニ ュ と言え ば大方の 文物 の 元祖 と 目され る

存在だか ら、欧州人の 通念は こ こ で 完結 して しま い 、これ以上 の 詮索は歓迎 されない の で あ ろ うが 、

日本の 常識に照 らせ ば 195cm は過大で あ っ て 、納得 しに くい 。 トワズは、国際度量衡総会の 記録 に

留 め られ た とはい え、並 の ヒ トの 身長 に通ずる も の と考え る の はやは り無理 で あ る。

　もち ろん 、文献 を更 に博捜すれ ば 「身長」 に かかわ る 単位の 例は他 に も見 出 され るで あろ う 。　「ト

ワズ」 と並 べ て論ず る に足 りる ほ どの 例が あ っ た ら ご教示 を得 たい 。

　さて 実は、こ れ まで の 文献調べ の 途上、もう
一

つ 別の 話題が度 々 眼に飛び込んで きた 。前述 の ロ シ

ア庶民 の 単位の 話 にも顔 を出 し て いた 「尋 （ひ ろ）」 と い う量 で あ る 。

5 ．　 「尋」 は単位の 要件 を満たすか ？

　そ こ で 次 に 「尋 （ひ ろ）」 とは何か を吟味する 。 前出の 『広辞苑』 には 「両手 を左 右にひ ろげた時

の 両 手先の 間 の 距離」 、　「縄 や水 深 を測 る長 さ の 単位」 と説明 されて い て 、既 に 引用 した 「身長 」 の

説明 とよ い 均衡 を保 っ て は い る の だが、注意深 く読 む と、 「単位」 と い う語を含ん で い る点で 「身長」

の 説 明とは 明 らか に 異な っ て い る こ とが解 る 。

　ま た、他の国 語辞典や漢和字典で は、説明内容 は 『広辞苑』 とほぼ同 じ、た だ し単位の語 は用 い な

い と い う例が多い けれ ど も、　「凡 そ 六 尺」 ある い は 「八 尺 の 尺 度」 の よ うな、他 の 単位によ る数 量的

な 表現が しばしば現わ れ て い て 、　「身長」 の 説明 とはや は り違 っ た印象 を与えて い る 。こ の 種の 数量

的な 表現 は、古 い 字典類 に も しばしば見 られ る の で、歴史的な意味を も つ も の と考 え られ る 。な お、

人 類学や 生徒体 格計測 の分野 で は 「尋」 を特 に問題 にす る こ とはな い よ うで ある。

　また 、前出の JIS　Z8500 や 文献
2）13）は尋の 語は 用 い ず、そ れに相 当す る量 を 「指極」 と名付 け、例

え ば文献
Z）は、　［測 定方法］の 詳細規定に よ る操作主義的な定義 と 「注意」 を 与え 、また文献

3）
は次

の よ うな定義を示 して い る 。

　指極 ： 両上肢を 自然 に左右 に水平に伸ば した ときの 、左右 の 指尖 （シセン）点間の 距離。

　さて 、計量史分 野で の 「尋］ へ の 言及 の 典型例 は、宮川の 古墳構造寸法の 研 究
12）に見 られ る。単

位 と し て の 尋の 歴史は、 日本 ・中国 に つ いて は例 えば小泉の 諸著
η 、西 欧の 主要例 に つ い て は 拙著

8）

　（図 3 ）に記述が ある （英語の fatho皿 は 「広 げた両腕 d の 意味の 古代英語 faethmに由来 し、形容詞

unfathomable は 「はか り知れない 」 の 意で 、感謝の 念な

どの 表現 に 使わ れ る） 。前出の ロ シ ア の 尋は 、日本語文

献で はサージェ ン 、ドイツ語 文献で は Sashen等 と書かれ 、

来歴 へ の 疑 義が 表明 されて い る 例 は あ る に して も 、　「単

位」 で ある こ と へ の 懸念が語 られ て い る例 は見 られな い 。

　以 上の 考 察か ら、　「身長」 は単位 と して の 適格性 を も

っ と は言えな い が 、・「尋 」 は 単位 と し て の 、特 に 「縄や

水深 を測 る 長 さ の 単位」 と し て の 適格性 をもつ らし い と

い う判断が 次第 に確実 にな っ て きた 。

・lI

ト＿＿＿＿＿＿＿＿ FdiHpm＿、一＿＿
司

　

図 3 ．ヒ トと単位 8）
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6 ． 「尋 と身長とが等 しい 」 こ とは 「法則」 か ？

　とこ ろ で 、身長 と尋 との 関係 に つ いて は 、別

の 問題を視野 に取 り入れ る必要が ある 。

　とい うの は 、これ も古 くか ら言わ れ て きた こ

とだが、　「尋 と身長 とはほぼ等 しい 亅 とい う通

念 があ っ て 、計量史は もとよ り 、 美術 史や 美術

解 剖学の 分野で も たびたび話題 に されて きて い

るか らで ある。

　特 に、世界史的に著 名な レオナル ド ・ダ ・ヴ

ィ ンチ の デ ッ サ ン 「神聖な比率 j　（図 4） 聖3）・14＞

は、身長 と尋を 正 方形 に納め て描い た作 品で あ

っ て 、 「尋 と身長 とはほぼ等 しい」 とい う関

係を周 知 させる こ とに貢献した。

　 こ こ で 近代学術史の 話題を
一

つ 挙 げて お く。

森鴎外 の 著作 『藝用解體學』 （1897年ごろ刊行 ）

で 論 じられ た Klafterlttnge（ドイ ツ 語 、 尋の

長 さの 意） と、森鴎外 ・久米桂一郎 の 共 同著作

『藝 用 解 剖 學 』　 （1901 年 ） に 述 べ られ た

envergure （フ ラ ン ス 語で 広 さの 意） とは、そ

・
驚i驚 1糶 搾糟 購 噸 繍鯨
　 　 ！　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 ＼

’稗
… ’占 『躍

覇 海篇碍
齟…

堕 諜
’

図 4 ．神聖 な比率

れそれ ダ ・ヴィ ンチ の正 方形 の幅 と面積 に 当たる と解 され る
15）

か ら、これ ら 2 量は 、 本稿の 立場で

注 目す べ き もの と言 え る 。

　現代 の 文献
t）
も 、　「指極は、ほ ぼ身長 に正 比例して発育す る もの 」 として い る 。

　さ て 、　「尋 と身長 とはほぼ等 し い 」 とい う関係を 、等式 「尋 ＝ 身長」 や近似式 「尋 ≒ 身長」 で 表 し

て し ま う と、あたか も数学の 公式か 物理 の 法則の よ う に解 した くなる が 、 それは もちろん誤 りで あ っ

て 、現今の術語 を使 っ て言 い 直す こ とが 許され る の で あれ ばこれは 「不確か さ の 大き い 関係式亅 ある

い は 「近似的法則 j と呼ぶ の が正 し い 。そ の不 確かさの 度合い や近似の 度合い は、的確な 計量 を通 じ

て実証的 に評価 され るべ きも の で あ る。

7 ．単位の 機能を支 える一要件一 加法性

　こ う して よ うや く問題の 核心が見えて きた 。身長 と尋 とは、近似 的に で は あれ 、互 い に等 し い の に 、

一方の 身長は単位として 適格で ない とされ 、他方の尋は適格で ある とされ る
一

こ の 差異 は どこか ら

生まれ たのか ？

　本稿で も既 に触れたが、一
般 に 「単位と して の 適格性の要件」 として第

一
に 「一定 ・不変の量で あ

る こと 」が挙げられ るが ． こ の 要件に関する限 り身長と尋 とは （ど の み ち 高水準とは 言え ない にせ よ）

同程度の 資格を具 えて い る 。従っ て 、両者の 適格性の差異を論証す るに は 、一
定性 ・不変性以外の 要

件 に着 目しなけれ ばならない 。

　こ こ で 我々 は 「加法性」 とい う要件 に重大な意味を与える こ とに したい 。 加法性 とは 、 普段 の 言葉

に置き換えれ ば 「継 ぎ足 しで きる性質」 で ある 。

　 「尋」 の加法性 は、い くつ かの 日常 的な情景を連想して み るだけで判断で きる 。つ ま り図 3の よ う

な 人物が おお ぜ い 立ち並び、互 い に手の 指の 先 を触れ合 っ て い れば、 「尋の 継ぎ足 し 」 はた や す く実

計 量史班究 21 ［22］1999

一7一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Historical Metrology, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Historioal 　Metrology 厂　Japan

現 され る の で ある 。幼稚 園 の お遊戯 、小 学校 の フ ォ
ー

ク ダンス 、 町内の 盆踊 り、市 民運動の 手つ なぎ

行動な ど、　「尋の 継ぎ足 し」 を連想させ る実例は い く らで も思い 浮か べ る こ とが で きそ うで ある 。そ

して、こ の よ うに して 成立 した連鎖の 全長は 「尋 を単位 と して 」数え れ ば直ちに求め られる の で ある。

　それ と直結 した も う
一

つ の 事実 に注意 を喚起 して おきたい 。尋 を 単位 と して測 られ る量の 筆頭 は 「網

の 長 さ」 で ある が 、そ の 測定操作 は、網 を両手で た ぐっ て 左右い っ ぱい に広 げる とい う単位実現 の 操

作を繰 り返 して継 ぎ足 し て ゆ く こと、お よび、そ の 繰 り返 し の 回数 を数え る こ とによ っ て 成 り立 つ 。

こ の 操作 は、計量 計測 の 基本 と し て 教え られ る所の

　　　　　　　　　　　　　　 匸量］ ＝ ［数値］ × 匸単位］

とい う関係 を、極め て 明快に 具現 して い る。

　他方、　「尋の 継ぎ足 し」 とは全 く対照的 に、　「身長 の 継 ぎ足 し」 は、は なは だ考 え に く く実行 しに

くい 。学校 の 運動会で 、生徒たちが順次 に級友の 肩の 上に立 っ て梯形の 「や ぐ ら1 を組むマ ス ゲーム

を見 る と、
一

見 、　「身長の継ぎ足 し」 が実行 され て い る か の よ うに 思える の だが 、実は 、足 裏か ら肩

まで の高 さの 継 ぎ足 し に過ぎな い。

　そ れ と比 べ 、図 1 の 広告の T 氏は床面に 直立 し頭上 に分身を載せて い る の で 、　「身長の 継ぎ足 し」

を、一応 、実行 し て い る 。だが分身は 体を傾 けて お り、頭上 に何 も載せ て い ない 。 結局、継ぎ足 しは

1 回 限 りなの だ。広 告全 体 は画 面合成で 制作 されて い る の だか ら、継ぎ足しで あれ倒立 で あれ 何回で

も実行で きる 。 しか も、問題の最高到達点は T 氏 の 身長の 2倍を越え て い る の だか ら、継ぎ足 しを

2 回 して 見せ て もオーバーに はな らな い は ずで ある 。 作品上 そ れを実行 して い ない の は、デザイ ン上

の 平衡感覚に よ る の で あ ろ うが、度重なる 「身長継ぎ足 し」 へ の 違和感 もどこ か で 作用 して い る の で

は ない か。

　話を戻 して 、身長 の 継 ぎ足 しが何回で も可能で ある状況 を強いて考 え よ うとする の で あれ ば、前述

の 「背臥位」 を持ち出す しかない 感 じだが 、元来 これ は死体や新 生児 に対して例外的 に適 用すべ きも

の で あ っ て 、一
般性 に欠 ける 。

　総合 して考 えれ ば、身長は継ぎ足 し困難な量で ある と言わ ざる を得な い 。

8 ．まとめ一 諸量の定義 ・特質 と単位

　量の 「継ぎ足 し操作」お よ び 「継ぎ足 し可能性」を、計測論の 術語 で そ れ ぞれ 併合操作 （concatenation ）

および加法性 （additivity ）と い う 9）
。

　こ こ で 改め て 強調 して お くが、　「 （数値） × （単位 ）」 の 形で 測る こ とが で き る の は、元来 、 加法

性 を もつ 量 に限られ る の で あ る
9）。

　こ の 種 の 議論 を更 に拡 張 す る た め に 、 諸量 を外延 量 （extensive 　quantity ）と 内包 量 （intensive

quantity ） とに分類して 考察する こ とがあ り、多 く の 場 合、　「外延量 は加 法性を も つ 」 が　「内包量

は加法性を もた な い 」 と い う対応付 けが 行なわ れ、また、内包量は 1単位」 で は表 わせ ない がそれ を

外延量 に変換する こ とがで きれ ば 「単位」 で表わせ る とい う解釈 が通念 と して 述 べ られて い る
9）

。 例

えば熱力学で の 内部エ ネル ギー U の 式

　　　　　　　　　　　　　　 U ＝ − pV 十 TS

で圧 力 p と熱 力学温 度 T と は 内包量 、体積 V と エ ン トロ ピー S とは外延 量で あ っ て 、整 然 と ペ ア をな

す こ れ らの 掛 け算 関係 を見 る人は 、 ［外延 量］ × ［内包量］ とい う演算 の 意味深 さ を実感 で き る で あ

ろう
16）。そ して 、内包量で ある p と T と は、現実に 外 延量 へ の 変換を経て 「単位」　（Pa と K） で表

わ され の で ある
9）。こ れ らは 通念で 説明で き る事柄 で あ り、電気学 にお け る 電気量が 外延 量 、電圧 が
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内包量で ある こ と も また 同様で ある けれ ども、他の い く つ か の 量 （例え ば速度、密度） を どち らに位

置づ ける か は意外に難問で あ っ て 、綿密な研究が今 も進 め られて い る
m
。

　以下、こ れ らの 計測 論用 語を ま じえ て 、我 々 の 考察結果 を ま とめて お く。

　　 「尋」 は外延 量で 、加法性 をもち、しか も加 法操作 の 実行 が容 易なので 、　「単位」 として 適格か

　つ 有用 と認め られ、古来、諸地方で ひ ろ く使わ れ て きた 。 他方 、　「身長」 も外延量で 、本来 は加 法

　性を もつ の だがそ の実行に困難が伴 うの で 、　「単位」 と して は敬遠され 、史上 に多 くの例 を残すこ

　とはな しに今 日に至 っ た。

　計量 の単位の歴史を根本か ら考 え よ うとす る場合、来歴 ・規 制 ・標準器 な どの 問題 と並ん で 、加法

の 可能性、また、い っ そ う遡 っ て 、そ の 単位 に対応する 量の 定義や 測定の 可能性 も併せ て 検討 されな

けれ ばな らない の で ある 。

9 ．補遺

　考察 にふ くらみ を与え る意 味で 、 論点 2題 を添え る 。

  建築モ デュ
ー

ル は、建築を秩序 だて る測度 と言わ れ るが 、 プ レハ ブ工 法等 の 場合 、縦横 の 継 ぎ足

　し可能性が重視 され る の で 、縦 は 身長 を、横は尋 をそれぞれ基準 と して 、も ち ろん地域差 （国 別な

　ど） も考慮 しつ つ 数値 を合理 的に設定すれ ば、 「縦横に加法性 の あ る モ デ ュ
ー

ル 」 が構築 され 得 る

　か に思われ る。た だ し、そ の 加法性 は、3次元 空間 （x ，y，z）の 任意の 方 向に成立す る も の で は な い 。

　地球重 力の 方向 に直交す る （x ，y）面で は任意の 直交軸 （x
’
，y

’
） に 添 う加法が 可 能だが 、上下 の 加

　法に関 して は鉛直の z 方向で の み 可能で あ っ て、斜めの z
’
方向で は不可能で ある 。つ まり、この

　場合の 加法性は、直方体 の 積み 木 を縦横に隙間な く積み 並 べ て い くよ うな 様態 で の もの に限定 され

　 る こ とにな る。

　　なお 、モ デ ュ
ー

ル化す るか否か にか かわ らず、部材な どの 長 さの 絶対値 は、現今 で は 国際単位系

　（SD の 長 さの 単位 （m）で 表現す べ きで あ り、そ の 事情 は、音楽 にお ける平均律音 階 （相対値 ） と

　基 準周波数 （絶対値，単位 は Hz）の 場合と 同じと考 え られ る。

  ウマ につ いて 「た け」 （既 出 2．）が重要な量 とされ る の は 、騎馬や荷積み をす る 人 に と っ て こ

　の 「高 さ］ を知 る こ とが重要で 、そ の測 り方 も常識化 されて い る か らで ある 。反面 、ウ マ の 「身長」

　や 「尋」 が 問題 にさ れな い の は、問う必要が ない か らで もあるが、元来、ウマ が 「直立 し」 た り 「両

　手 をひ ろげ」 た りする こ とは な いか ら、ウマ の 「身長」 や 「尋」 は 定義 も測定 も不 可能で ．問題 に

　した くて もで きな い と い うの が真相で あろ う 。
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Is　the　stature 　of 　human　body　qualified 　as 　a 　unit ？

− lack　of 　additivity 　demonstrated　by　comparison 　with 　the　fathom
−

　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　TAKATA　Seiji

　The　stature 　of 　human　body　is　recognized 　to　serve 　as 　several 　kinds　of　standard 　of 　length

measurement ，　e．g．，　the　ranking 　of　attack 　shoot 　height　in　voHeyballmatch 　as　well 　as 　the　gauge

for　discrimination 　between　children 　and 　adults 　in　city 　traffic．　 This　paper　（liscusses，　in

paraHel 　with 　these　examples ，　 whether 　or　not 　the　stature 　of　human　body　can 　be　qualified　as　a

metrOIGgiCal 　Unit ．

　Anumber 　of　historical　 topics，　 say ，　 the　origin 　of　old 　French　unit 　 toisθ，　 the　apProximate

equalityofstature 、with 　theunitfathomaredealtwithand 　finallydemonstrated　that　thestature

in　practice　does　not 　fulfill　the　condition 　of 　additivity ，　which 　is　essentiai 　feature　of 　the

units 　of　extensive 　quantities，　while 　the　fathom　is　additive 　and　qualified　as　the　unit ．
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